
12月の医学コース
12月21日、漢方薬で有名な株式会社ツムラ様のご協力のもと、中学生向けの薬学実験講座を開催しました。

講座では、漢方薬の特徴や歴史だけでなく、漢方薬の製造過程についても詳しくご説明いただき、生徒たちは普段なかな
か触れることのできない貴重なお話を伺うことができました。さらに、病院などで処方される漢方薬に含まれる生薬を、
薄層クロマトグラフィーを用いて確認する実験にも挑戦しました。

今回の講座を通じて、生徒たちは製薬という分野への興味を広げるとともに、現在学んでいる化学や生物の知識を実生活
に結びつけ、より深い理解を得ることができたと思います。

ご協力いただいた株式会社ツムラ様に、心より感謝申し上げます。



メディカル探究発表会＆江戸川取手学園高等学校医科コース生との交流ポスターセッション

本校の医学コースでは、毎年、高校2年生が医学に関わる探究活動を行っています。今年は「SFプロトタイピング」と呼ば
れる手法を用いて、「医療の未来を創造する」というテーマのもと、6月から約半年にわたって探究を進めました。
この活動の目的は、未来を想像するだけでなく、医療の“今”を深く理解することにあります。AIが手術を担う時代を描い
た班や、ウェアラブルデバイスによる健康管理が普及した未来に生じる課題を考察した班など、各班が多様なテーマに取
り組みました。想像された未来はユートピアだけでなく、ディストピアを描いた班もありましたが、いずれも制度や倫理
といった普段考える機会が少ない課題に触れ、貴重な学びを得ることができました。
11月30日（土）には、半年間の探究活動の成果として、江戸取手学園高等学校の医科コースの皆さんとオンライン
（Zoom）でポスターセッションを行いました。特に、江戸取手学園高等学校の皆さんによる質の高い探究発表を聞き、本
校の生徒たちは大きな刺激を受け、学びをさらに深めるきっかけとなりました。同じ志を持つ生徒同士が交流し、互いに
高め合える場を持てたことを大変嬉しく思います。
江戸川取手学園高等学校の医科コースの皆さん、ありがとうございました！



2024年10月・11月医学コース

『文化と医療』
北海道教育大学の村田敦郎先生をお招きし、
「文化と医療」をテーマにご講演いただきまし
た。患者中心の医療を実現するには、患者の価
値観や生活背景を理解し、多様な文化への理解
が欠かせません。医療系大学でも文化人類学を
取り入れる動きが広がっている背景には、医療
の多様化や社会の国際化があります。今回の講
義を通じ、理系分野でも文系的なアプローチの
重要性と、多角的な視点の必要性について学ぶ
ことができました。

『医学セミナー』
筑波大学附属病院総合診療科の橋本恵太郎先生
をお招きし、「医学セミナー」を開催しました。
橋本先生からは、医師の仕事の内容やそのやり
がいについて、実体験を交えながらお話いただ
きました。また、診療を模したゲームを通じて
医師の仕事を体験し、新たな発見や視野を広げ
る貴重な機会となりました。



医学コース ２０２４年１１月２日

11月2日（土）、医学部予備校富士学院の学院長村田慎一先生を講師としてお迎えし、「面接対策講座」を実施
しました。
高3の医学コース生で、医学部医学科進学を希望する生徒たちが受講しました。
国立、私立を問わず、医学部医学科進学には学力試験だけでなく面接試験の比重が大きくなります。
村田先生からは、近年実際にあった面接試験の例などを具体的にとりあげながら、面接試験に対する心構えや
大学医学部が求める学生像等について具体的かつ詳細な説明がありました。
生徒たちは真剣な表情で、先生の話に耳を傾けていました。



医学コース ２０２４年６月１日

６月１日｜高校２年生対象 メディカル探求～ガイダンス～

毎年、医学部を目指す高校２年生が取り組んでいるメディカル探求。
今年は「医療の未来を創造せよ」をテーマに、SFプロトタイピングによって未来の医療を描きます。２０年後、
３０年後にやってくる未来の医療のカタチが、茨城高校生が描くものになっているかもしれません。どんな医
療の未来を描いてくれるか楽しみです。



医学コース ２０２４年５月２５日②

５月２５日｜中学３年生対象「マシュマロ・チャレンジワークショップ」

ファシリテーターに鈴木恵美先生を迎え、マシュマロ・チャレンジ ワークショップを行いました。制約のあ
る条件下で、マシュマロをできるだけ高く積み上げるという課題をクリアするためには、創造的な解決策を考
えなくてはなりません。それだけではなく、一つの目標を達成するためには、コミュニケーションをとり、役
割分担をしながら協力し合うことが必要です。限られた時間内で計画を立て、実行に移す過程でチームワーク
と協力の重要性を実感できたのではないでしょうか。自分の強みを知るだけでなく、自分に足りないものは何
か考える機会にもなったという感想を聞くこともできました。



医学コース ２０２４年５月２５日①

５月２５日｜高校１年対象「チーム医療現場講話＋ワークショップ」

講師は管理栄養士の熊谷直子先生。様々なエピソードを交えながら、「食」を通して患者さんと向き合い、心
に栄養を注ぐことのできる管理栄養士の仕事の魅力を教えてくださいました。また、医師や看護師、薬剤師、
理学療法士など多くの専門職が協力して最善の治療を提供するチーム医療の重要性を語っていただくとともに、
ペーパーチェーンワークを通じて、コミュニケーションや役割分担の重要性について学ぶことができました。
生徒たちは講師の経験豊富な話に深く感動していました。



医学コース ２０２４年５月１８日

5月18日｜高校2年生対象「からだを奏でるワークショップ」

講師は、ALSを患いながらも前向きに活動を続ける体操家・ダンスアーティストの新井英夫先生で、今年で4回
目のご参加です。新井先生は、病気の進行により現在は移動や日常生活に介助が必要ですが、それにもかかわ
らず本校の医学コースに毎年協力していただいています。今回のワークショップでは、言葉だけがコミュニ
ケーションではないことを、からだを使ったアクティビティを通して学ぶことができました。生徒たちは積極
的に取り組み、講座後も多くの質問が寄せられました。生徒たちにとって、非常に貴重な学びの機会となりま
した。



医学コース ２０２４年３月２日

高2医学コース
「メディカル探究」最終発表会を行いました。
高校2年生の医学コース生が1年間，自分の興味のあるテーマを設定し，大学生メンターによるサポートを受け
ながら探究を行いました。
テーマは茨城県の地域医療や病気に対する価値観の違い，医療とＡＩについて迫ったものまで様々です。
保護者の方にもご参加いただき，とても活気のある最終発表会となりました。



茨大＆茨高共同プロジェクトを実施しました

１月２０日（土）、医学コースの活動の一環として、茨城大学特任教授・小川哲哉先生、同特遇教授・柴原宏一先生を講
師に迎え、茨大＆茨高共同プロジェクトを実施しました。
医学コースに所属する高校１、２年生が参加しました。
今回のプロジェクトでは、安楽死をテーマとして、生徒たちは安楽死を取り巻く環境や法整備の問題などについて調べ、

将来、医師や医療人となったときに安楽死とどう向き合うかをZOOMのブレイクアウトルームで話し合い、自分だったらど
のような決断をするかを小論文にまとめました。
安楽死という重いテーマについて、生徒たちは自分の言葉で語り合い、考えを形にしていました。



医学コース ２０２４年１月２０日

◆高校２年生
メディカル探究
オンラインメンタリング

医療に関して，自分が興味のある
テーマについて探究学習を進めていま
す。今回は大学生メンターのアドバイ
スを受けながら論文作成を進めました。
論文完成に向けていよいよ大詰めです。

◆高校１年生・２年生
「茨城大学連携授業」
～生命倫理について～

茨城大学の小川哲哉先生（全学教職
センター特任教授），柴原 宏一先生
（元茨城県教育長・現茨城大学特遇教
授）をお迎えし，クロームブックを使
いながらハイフレックス型の授業を通
して，安楽死などについて学びました。

◆中学３年生
「薬学実験講座」

ツムラより猿渡隆佳先生をお迎えし，
漢方薬に含まれる成分に関する実験を
行いました。創薬に関することだけで
なく，これまで学んだ化学の知識が実
社会でどのようにつながっているか実
体験をもって学ぶことができたと思い
ます。



医学コース ２０２３年１１月１８日・１１月２５日

◆11月18日（土）
・高2医学部「メディカル探究」
（大学生メンター）

◆11月25日（土）
・中学3年生「からだの時計」（明治大学農学部 中村孝博先生）
・高1・高2「小論文対策講座」（富士学院・北村暁先生）

学年に応じて様々な講座を行っています。中3生や高校1年生は，さまざまな医療の現場の話や研究に
触れ，自分の興味がどこにあるのか模索していきます。高2生は，受験に向けて小論文対策など具体的
な対策がいよいよ始まります。



医学コース ２０２３年１０月７日・１１月４日

◆10月7日（土）
・中学3年生「サプリメントに潜む危険」
(昭和大学薬学部 川添和義先生)

・高1～高3医療系「科学捜査に使われる化学反応を
体験してみよう」(横浜薬科大学 酒井佑宜先生)

・高2医学部「メディカル探究」(大学生メンター)
・高3医学部「小論文対策講座」(富士学院・北村暁先生)

◆11月4日（土）
・高1・高2医学部「小論文対策講座」
(富士学院・北村暁先生)

・高1～高3医療系「科学リテラシーの講義」
(東京慈恵医科大学 嘉糠洋陸先生)

・高3「面接対策講座」(富士学院・村田慎一先生)



医学コース ２０２３年８月２６日（土）

●高1・高2・高3の医療系コース
「製薬研究者の仕事」
（田辺三菱製薬・岸本太郎先生）
創薬に関わる仕事の内容についてお話しいただ

きました。医療に関わる仕事について視野を広げ
る機会になりました。

●高2医学部コース
「メディカル探究」
（大学生メンター）中間発表
高2の医学部コース生は自分が設定したテーマ
について 1 年間探究学習をしています。
今回は中間発表です。大学生メンターのアドバ
イスを真剣に受ける姿が見られました。

●高3医学部コース
小論文対策講座
（富士学院・北村暁先生）
高3生は，小論文の書き方についてトレーニン

グ中です。



atama+（アタマプラス）特別講座①

夏季休業中、２０２３年７月２５日から８月１７日にかけての期間で５日間、中３から高２の医学コースの生徒を対象に
「atama+特別講座」を実施しました。
これは大手予備校駿台グループの協力のもと、同グループが導入しているＡＩ教材「atama+」をトライアルレクチャーの

形で体験してみるというものです。
初日の７月２５日、生徒たちはまず判定テストを受験しました。その結果をもとに、弱点や、どこでつまづいているかを

ＡＩが診断、一人ひとりに最適なカリキュラムを作成し、問題を出題してくれます。生徒たちは真剣な表情でChromebookの
画面を見つめ、問題に取り組んでいました。
また、診断テストの結果にもとづき、駿台グループの講師の先生方に生徒一人ひとりと面談を行っていただきました。効

果的な勉強法についてアドバイスを受けた生徒たちは、夏休みの学習に向けてモチベーションを上昇させていました。



atama+（アタマプラス）特別講座②

【講座に参加した生徒の感想】
○以前に勉強して忘れてしまっていたことや、実はできていなかったことが具体的にわかって復習することができてよかっ
た。atama+をまた使ってみたい。継続することで力が付くと感じた。（高２ 西 杏樹さん）
○ＡＩ教材を利用するのは初めてだが、ＡＩのアドバイスは自分の理解していないところを的確に指摘してくれた。解き直
しをしても、教科書だと解法を覚えてしまうが、atama+では異なるパターンの問題を出題してくれるので、思考力が養われ
ると思う。（高２ 安 美優さん）
○間違った問題に対して、復習のための問題が出題されるが、単純な記憶力だけでは対応できないと感じた。また、解説講
座が設けられているが、自分の間違いをピンポイントで指摘、解説してくれてためになった。（高２ 伊藤 陽太さん）



医学コース医系論文発表会①

2023年３月４日（土）、高校２年の医学コース生１６名が医系論文発表会を行いました。
医系論文は、高校２年の医学コース・医学部コースの生徒が、約１年をかけて書き上げたものです。
論文作成にあたっては、オンラインで大学生メンターからのアドバイスを受けるなどのサポート体制もとられています。
発表当日は、大学生メンターも本校を訪れ、生徒たちの発表に耳を傾けてくれていました。
未来の医師を目指す生徒たちは、１年間の努力の成果を堂々と発表していました。



医学コース医系論文発表会②

２０２２年度医学コース医系論文テーマ一覧

・がんの早期発見
・ ALSについて
・子供用のアトピー治療薬を増やすために
・日本で安楽死の実現は可能か
・ゾーンに意図的に入るために
・モチベーションを上げること
・肥満を治すには
・睡眠関連疾患について
・医師はAIに取って代わられるのか
・治療方針の計画立案による、
がん患者の苦しみ軽減へのアプローチ

・未知のウイルスへの対処法
・音楽療法を用いたストレス緩和について
・人間が時間を操ることは可能か
・骨を強くするために



医学コース医系論文発表会③



第2回茨大＆茨高共同プロジェクト

2022年10月8日（土）、茨城大学教育学部の小川哲哉先生を講師に、茨大＆茨高共同プロジェクトを実施しました。
茨大＆茨高共同プロジェクトは5月に続いて第2回となります。
今回のプロジェクトのテーマは「臓器移植」についてです。
参加した、医学コースに所属する高校1年生34名は、Chromebookを利用したハイフレックス型授業の中で、
命の重さについて考える経験を持ちました。



医学コース ２０２２年１０月８日（土）
10月8日の医学コースで以下の講座を実施しました。
薬学実験講座
製薬会社ツムラから猿渡隆佳先生をお招きして、生薬の成分分析などの実験を行いました。
メディ探 大学体験プログラム
オンラインで大学生チューターとつながり、大学の医学部の学びを体験しました。
小論文対策講座
富士学院の北村暁先生を講師に、高3の医学コース生18名が参加し、医学部入試小論文の対策講座を実施しました。



医学コース ２０２２年９月３日（土）

９月３日（土）の医学コースでは下記の２講座を実施しました。

講座名：小論文対策
講師：北村 暁先生（富士学院）
高３医学部コースの生徒対象で実施し
ました。
志望理由の書き方などについて、具体
例を示しながらの講義に、生徒たちは
ペンを走らせながら真剣に聞き入って
いました。

講座名：感染症のリスクを考える
講師：嘉糠 洋陸先生（東京慈恵会医
科大学）
高１医学部コースの生徒対象で実施し
ました。
新型コロナをはじめとする様々な感染
症と、それぞれの感染症がもたらすリ
スクについて講義をしていただきまし
た。
マラリアなど、蚊を媒介して拡大する
感染症の説明では、実際の蚊を使って
その習性を観察しました。



医学コース ２０２２年８月１０日（水）②
＜生徒感想＞
・今回の授業の再生医療では細胞シートを
研究しているという話でした。細胞シート
の課題は、心臓などの厚い臓器などに取り
付けることが難しいということでした。し
かし、3枚ずつ重ねていけば心臓ぐらい厚い
のも作れるようになったという技術の進歩
の最前線の話も聞くことができました。ま
た、この医療技術はSDGsにも活用されよう
としていて再生医療の可能性をとても感じ
ることができ、とても興味深かった講義で
した。

・幹細胞生物学と組織工学を融合させて再
生医療が行われることを初めて知った。
医療は医学の知識だけでは発展しないため、
多様な企業と協力して研究が進められてい
ることがわかった。夢や目標を持ち続け、
チャレンジし続けることの大切さを学ぶこ
とができた。今回の講座を通して、研究職
への関心を高めることができた。



医学コース ２０２２年８月１０日（水）①
◆再生医療研究についての出張授業
１年生の医学科志望者および再生医療に興味が

ある中３生、高２生を対象に、東京女子医科大学
先端生命科学研究所所長の清水達也教授を講師に
お招きし、出張授業「再生医療について」を実施
いただきました。
授業前半は、細胞シート法を用いた最先端の再

生医療・移植治療などについて講義をしていただ
き、最先端の再生医療について理解を深め、視野
を広げることができました。
授業後半には、清水先生ご自身の学生時代の夢や
目標などについてお話しいただき、夢を持つこと
の大切さなどを具体例も交えながら生徒たちに熱
く伝えていただきました。
最後に、再生医療の研究だけではなく、将来の

食糧危機に対する研究として再生医療を生かした
「細胞農業」についてのお話をしていただくなど
多様な視点で研究していることに生徒たちは驚き
と関心をもって熱心に授業をうけていました。ま
た、授業終了後には、再生医療に興味がある生徒
が数名、清水先生に直接質問する姿も見られまし
た。



医学コース ２０２２年７月１６日（土）③

◆昭和大学薬学部出張授業
高校２年生医学コース医学部志願者および高校2年生医学

コース医学部志願者を対象に、昭和大学薬学部の川添和義
先生を講師にお招きし、出張授業「自然から学ぶ薬学」を
行いました。授業前半は、自然界と薬学とのつながりにつ
いて、天然医薬品について講義をしていただき、薬学につ
いて理解を深め、視野を広げることができました。授業後
半は、昭和大学の入試制度について詳しく説明していただ
きました。授業終了後には、高校3年生から個別に質問があ
り、丁寧に対応していただきました。

◆医学部入試動向説明会
高校３年生医学コース医学部志願者および保護者を対象

に、医学部専門予備校「富士学院」の陣内鹿之助先生を講
師にお招きし、今春の医学部入試の分析結果を医学専門予
備校の視点から解説してもらいました。
講演終了後も多くの生徒・保護者が個別に質問をし、陣内
先生からそれぞれに的確なアドバイスをしていただきまし
た。



医学コース ２０２２年７月１６日（土） ②

◆杏林大学保健学部出張授業
高校１年生・高校２年生医学コース医療系学部志望者を対象に、杏林大学保健学部の橋本雄幸先生をお招きし、出張授業

「Excelを使って医用画像を見てみよう」を行いました。生徒たちは、各自のChromebookを使って、Excelデータから医用画
像をみることができることに驚きながら熱心に実習に取り組んでいました。



医学コース ２０２２年７月１６日（土）①

◆創薬研究者の仕事とは
田辺三菱製薬会社の斎藤隆太先生をお招きし、中学3年生

医学コースの生徒を対象に「創薬研究者の仕事」について
様々な視点からお話をしていただきました。事前にお伝え
した生徒の質問にも丁寧に答えていただき、創薬研究者の
仕事について理解を深めることができました。

◆ハンガリー・チェコ医科大学説明会
ハンガリー・チェコ医科大学事務局の中谷治芳氏を講師

をお招きし、高校１年生医学コースの生徒を対象にハンガ
リー・チェコ医科大学説明会を行いました。海外大学医学
部の授業の様子や生活の様子、その後の進路などについて
理解を深め、視野を広げることができました。



医学コース ２０２２年６月１８日（土）④

◆医学部小論文講座
高校３年生医学コース医学部志願者を対象に、医学部専門予備校「富士学院」の北村曉先生を講師にお招きし、医学部小論

文講座を行いました。前回の課題の解説から新たな課題のテーマについてわかりやすく説明していただきました。継続的に北
村先生の講座を受講することで生徒たちも小論文を書く力が着実についているようです。



医学コース ２０２２年６月１８日（土）③

◆医療系学部進学講演会
高校２年生・高校３年生医学コース医療系学部志望

者を対象に、河合塾水戸校校舎長である梅田靖彦先生
をお招きし、「医療系学部進学講演会」を行いました。
前半は、入試方式や志願状況、入試の特徴などについ
て具体的データを示しながらわかりやすく説明してい
ただきました。後半は、具体的な勉強方法や模試の活
用方法などについて説明していただきました。医療系
学部受験に向けて、大変有意義な講演会となりました。

◆医療系学部進学講演会
高校２年生・高校３年生医学コース医療系学部志望

者を対象に、河合塾水戸校校舎長である梅田靖彦先生
をお招きし、「医療系学部進学講演会」を行いました。
前半は、入試方式や志願状況、入試の特徴などについ
て具体的データを示しながらわかりやすく説明してい
ただきました。後半は、具体的な勉強方法や模試の活
用方法などについて説明していただきました。医療系
学部受験に向けて、大変有意義な講演会となりました。



医学コース ２０２２年６月１８日（土）②

◆いのちの授業
昭和大学医学部教授である髙宮有介先生を講師にお招きし、高校１年生医学コースの生徒を対象に「いのちの授業」を行い

ました。髙宮先生には過去にも本校生徒向けに授業を行っていただき今回が３回目となります。ホスピス・緩和ケアやマイン
ドフルネスについて理解を深め、視野を広げることができました。



医学コース ２０２２年６月１８日（土）①

◆働き者の心臓はどうやって作られる？
東京慈恵会医科大学医学部教授である南沢享先生を講師にお招きし、中学３年生医学コースの生徒を対象に細胞生理学に関

する出張授業を行いました。南沢先生には3年前にも出張授業を行っていただき今回が２回目となります。すこし難しい話で
したが、生徒たちは真剣に授業を聞いており、心臓のなりたちについて理解を深めることができました。



医学コース ２０２２年６月４日（土）②

◆チーム医療現場講話とワークショップ
高校１年のコース生を対象として管理栄養士の熊谷尚子先生

を講師に実施しました。
チーム医療の中での管理栄養士の役割や医療現場での実体験

などについての講話を聞き、会話をせずに協働で紙の輪の鎖を
ワークショップなどをおこないました。

◆茨城県の救急医療の現状
高校2年、3年生のコース生を対象として、水戸

医療センターの安田貢医師を講師に実施しました。
安田先生からは具体的なデータや映像を交えな

がら、迅速な心肺蘇生の重要性や救命処置をおこ
なえるバイスタンダーの割合を増やしていくこと
の大切さなどについてお話がありました。



医学コース ２０２２年６月４日（土）①

◆マシュマロチャレンジワークショップ
中学３年のコース生を対象として鈴木恵美先生を講師に実施しました。

生徒たちはマシュマロタワーを作る協働作業の中でPDCAサイクルの実践等について学んでいました。



医学コース ２０２２年５月２８日（土）③

◆医療福祉入門講座
高校２年、３年の医療系コース２３名が参加しました。国際医療福祉大学の渡辺修宏先生を講師に、日本の医療・保険・

福祉に関わる各専門職の職務内容、職務領域についての説明、生活場面を中心としたリハビリテーションの紹介をふまえ、
生徒の将来設計についてカンファレンスを行っていただきました。



医学コース ２０２２年５月２８日（土）②

◆筑波大学医学セミナー
高校３年医学部コース１８名が参加しました。本校出身で筑波大学医学部で学び、現在は小児科の医師をなさっている

長友先生からは、小児科医療をとおして経験したことや医師という職業のやりがいや大変さなどについて話をしていただ
きました。現在筑波大学医学部で学ぶ、本校OBの今井さん、鈴木さんからは、大学入試での経験や、受験準備を行ううえ
でのアドバイスを質疑応答をまじえて話していただきました。また、茨城県医療人材課から医学部進学にあたっての奨学
金等について説明がありました。



医学コース ２０２２年５月２８日（土）①

５月２８日（土）、医学コースを実施しました。今回は、学年、コース別に３つの講座を開講しました。

◆メディ探
高校２年医学部コース１７名

を対象に、大学生メンター５名
が来校し、生徒が設定した個々
のテーマに沿って、それぞれの
専門分野から助言やアドバイス
をもらう、という形で行われま
した。
講座に参加した生徒の一人は、

「新型コロナをテーマに選んだ。
言語学、薬学、数学、医療マ
ネージメントなど、それぞれの
学問の視点からコロナについて
考える経験ができた。自分は医
師を目指しているが、一つのも
のごとを多角的に観るための方
法を学ぶことができた」と話し
ていました。



医学コース 茨大＆茨高共同プロジェクト
２０２２年５月２８日（土）

５月２８日（土）、茨城大学教
育学部の小川哲哉先生を講師に
「茨大＆茨高共同プロジェクト」
を実施しました。
今回のプロジェクトは、医学生

の「僕」が献体の解剖をつうじて
命について考えるという内容の
『白い記憶』を教材に、授業を実
施していただく形で行われました。
本校からは医学コースに所属する
中学３年生、高校１年生の８５名
が参加しました。

Chromebookを利用したハイフ
レックス型の授業の中で、生徒た
ちはブレイクアウトルームで４～
５名のグループを作って話し合い
を行うなどし、かけがえのない命
の問題について考えを深める機会
となりました。



医学コース ２０２２年３月５日（土）

＜医科学論文発表会＞
医学コースの高校2年生は、約1年間をか

けて自分の興味のある分野について医科学
論文を作成します。テーマは『医師偏在の
実態とその解決策』、『医療格差を解決す
るIT×医療』、『法医学の役割』など様々
です。3月5日は、その内容についてプレゼ
ンテーションを行いました。一人ひとりが
自信をもって発表を行う姿が印象的でした。

＜生薬から薬のタネを探そう＞
高校1年生を対象に株式会社ツムラのご協

力のもと、実験講座をハイブリット形式で
実施しました。様々な実験を通して、生薬
に含まれている薬のタネになる物質を探す
という内容です。やや難しい内容ですが、
高校で学んでいる化学や生物の知識と結び
付けながら、実験を行いました。
生徒からは、自分の身近にある薬がこん

なに大変な工程を経てできているんだとい
うことをしみじみと感じました。」「今、
学校で学んでいることを大切にしようと思
いました。」などの感想が聞かれました。



医学コース ２０２２年１月２２日（土）

中学３年生対象に、株式会社ツムラ様のご協力のもと実験講座「漢方薬の品質試験を体験しよう」を行いました。今回、オミ
クロン株の急拡大もあり、リモートで研究者の方に指示をいただきながら進行するという新しい形での実施となりました。
参加した生徒からは、
「今日行った実験や先生のお話を聞いて、こんなにも沢山の工程を経て私達の手元に薬が届いてるんだなぁと知り、当たり前に
あるものでも、当たり前じゃないと感じた。薬を1から作り上げている製薬会社の方の仕事もとてもやりがいがあり楽しそうだ
なぁと感じた。」
「実際に薬の成分を抽出し、何にどの成分が含まれているのかを知ることが出来たので実験をしながら学べました。いい経験に
なりました！」
「化学の授業で習った電気陰性度や極性などを利用した実験だったので、今学校で習っていることは将来役立つことだと実感し
ました。」
などの感想が聞かれました。



医学コース ２０２１年１２月１８日（土）

１２月１８日（土）の中学３年生対象医学コースでは、明治大学農学部の中村孝博先生をお招きし、「からだの時計」をテーマに、生物が
もつ体内時計について講義を行っていただきました。体内時計機構の解明に関する基礎研究だけでなく、食料生産や医療へ応用する研究につ
いても説明がありました。
受講した生徒からは次のような感想が聞かれました。

中学３年 A.Y.さん「ハムスターが車輪を回すのは、ハムスターが夜行性であるからという話がおもしろかった。現象にはそれぞれ意味があ
るのだということをきちんと考えなければいけないことを学んだ」
中学３年 N.A.さん「空腹にも体内リズムが関係していて、自分がお腹が空くのも体内リズムのせいなのだと気づいた。ハムスターが夜間に
走るのも体内リズムが原因と聞き、同じ生物として身近に感じた」
中学３年 K.R.さん「ウィルスによる発熱と細菌による発熱では、生じる時間帯が異なるという話がおもしろかった。そんなことにも体内時
計が関係していることに興味を持った」
高校１年生、２年生対象の医学コースでは、小論文講座を実施しました。富士学院から北村曉先生を講師としてお招きし、医学部医学科を

目指す生徒を対象に医系小論文の講義を行っていただきました。高１対象講座には２５名、高２対象講座には２４名の生徒が参加しました。

高校生 中学生



医学コース ２０２１年１１月２７日（土）

11月27日に中3生向け医学コース講座を開催
しました。
今回は、IFMSA-Japan SCOME（国際医学生

連盟日本医学教育に関する委員会）の皆様に
ご協力いただき、「医療を支える様々な職業を
学ぼう！」というテーマで講座を行いました。
北海道から九州まで、15名の医療系学生のみな
さんを講師としてお迎えし、一人ひとりのク
ロームブックを通じてディスカッションを行い
ました。今回は、一つの症例を用いて、各医療
職種がどのように患者さんを助けることができ
るかグループに分かれて話し合いを行いました。
参加した生徒からは、

「医療には様々な職業があり、一見関係ないよ
うに見えることでも関連していることがあるこ
とを知った。」
「それぞれの職種の特徴などを深く知ることが
できてよかった。もっと知りたいと思ったので、
家に帰ったら調べようと思う。」
「大学生の方と話す機会があまりないので参加
してよかった。」
「いろいろな学科の学生の方々からお話を聞く
ことができてよかった。」
などの感想が聞かれました。



医学コース ２０２１年１１月６日（土）

医学部受験には必ず面接が実施されます。
その受験生が医師としての適性をそなえているか、医師という過酷で責任の重い職業に就く覚悟と決意はあるかなどを大学が判断するた
めです。
１１月６日（土）、医学コースでは昨年に引き続き、河合塾水戸校校舎長の梅田靖彦先生を講師にお招きし、今年医学部受験を控える

高校３年生を対象に面接講座を実施していただきました。
梅田先生は、河合塾水戸校の前は、医学部受験で有名な河合塾麹町校で医学部受験生の指導にあたっておられた医学部受験のエキス

パートです。本校の医学コースでは、梅田先生には麹町校時代から毎年、講座をお願いしています。
最初に面接にのぞむ心構えや方針について説明があり、その後少人数のグループに分かれての模擬面接を行っていただきました。

模擬面接終了後には一人一人に丁寧なアドバイスをいただきました。
参加した生徒からは「学校内の先生との模擬面接とは違った緊張感があり、考えていた志望理由などもうまく話せなかった」「（模擬面
接の）一番最初のグループだったが、思ったように話せなかった。準備の大切さがよくわかった」「面接のポイントをわかりやすく教え
ていただいた。自分の足りなかったところに気づけた」「自分だけでなく、周りの人の面接を見てとても参考になった」などの感想が聞
かれました。



医学コース ２０２１年１０月３０日（土）

・「ハートセイバー ファーストエイド ＣＰＲ AEDコース」
対象：高校２年生（医学部進学志望者）
講師：ＮＰＯ法人 日本ＡＣＬＳ協会の皆様

日本ＡＣＬＳ協会の１１名のインストラクターのご指導のもと、ファーストエイド（応急手当）の基本、致死的状況
の認識やおよび心臓マッサージ（胸骨圧迫）のやり方、ＡＥＤの使用法など、人命救助に必要なスキルを習得するため
のトレーニングを行いました。参加した約２０名の生徒たちは専用の人体模型を相手に汗を流しながら心臓マッサージ
を実践したり、ＡＥＤの使い方を学んだりしていました。講座修了時には、生徒一人一人が修了証をいただきました。



医学コース ２０２１年１０月３０日（土）

・「中学生のための医学セミナー」
対象：中学３年生
講師：橋本恵太郎先生
（筑波メディカルセンター病院総合診療科）

医師という職業の具体的な仕事内容や病院にはど
のような診療科があるのか、など中学生にもわかり
やすい言葉で講演をしていただきました。
今回は特に、橋本先生の専門の総合診療科の役割

や仕事について、ご自身の経験を交えながら、大変
な点ややりがいについてお話をしてくださいました。

・「チェコ・ハンガリー国立大学医学部説明会」
対象：高校１年生
講師：中谷治芳先生（チェコ・ハンガリー医科大学事務局）

近年、将来の医師を志す高校生たちにとって、国内大学の医学部だけ
ではなく、新たな選択肢としてチェコやハンガリーの国立大学医学部へ
の進学が注目されつつあります。
チェコやハンガリーの国立大学医学部では、日本国内に事務局を構え、

日本からの受験生獲得に向けて積極的に取り組んでいます。
今回は、高校１年生を対象に、チェコ・ハンガリー国立大学医学部の

特徴や入試制度についてわかりやすく説明をしていただきました。



医学コース ２０２１年１０月２３日（土）

・「感染症のリスクを考える」
対象：高校１年生
講師：嘉糠洋陸先生（東京慈恵医科大学）

嘉糠先生は、熱帯医学を専門とされる先生
です。蚊などの節足動物が媒介する感染症の
仕組みや、世界で感染症がどのような状況に
あるかなどについて講演をしていただきまし
た。
生徒たちは新型コロナウィルス感染症など

を含めて、感染症のリスクについてディス
カッションを行い、感染症に対する理解を深
めていました。

・「医学部受験セミナー」
対象：高校２年生・３年生
講師：村田慎一先生（富士学院）

医学部専門予備校「富士学院」本部長の村田慎一先生に
医学部入試全般について講演をしていただきました。
最新のデータにもとづく医学部入試の分析と対策はもち

ろん、入試に向けての心構えや受験大学をどのように選ん
だらよいか、学費の問題、小論文や面接についての考え方
や対策など、医学部入試の第一線で受験生たちを指導して
きた経験に裏付けられた内容の濃い講演でした。
先生の一言一言にうなずきながら、生徒だけではなく一

緒に参加されていた保護者の皆様も熱心にメモをとって聞
いておられました。


